
Introduction　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　急性膵炎は犬でよく見られる疾患である．診断は通常，臨床所見，検査所見，画像所見の組み
合わせに基づいて行なわれる． 
　血清リパーゼの測定は，リパーゼ活性あるいはPLI濃度のいずれかが選択されている．両検査は
高い相関があるが，両検査と初診時の臨床症状や生化学検査との比較は不十分である．また，リ
パーゼ測定法の経時的な比較も検討されていない．　 
　さらに，リパーゼ測定に加え，膵超音波検査が急性膵炎の診断の第二の礎とされているが，リ
パーゼ活性およびPLIと膵超音波検査との一致・相関は低いことが繰り返し明らかにされている．
最近の研究では，疾患期間が短い犬では，リパーゼ活性が有意に高かったが，膵超音波検査では
膵炎の陽性率が有意に高くなかった．これまで，急性期疾患が明確な犬において，リパーゼと膵
超音波検査の関係を評価したことはない． 
【目的】急性膵炎の犬におけるDGGRリパーゼ活性とPLI濃度において①臨床症状と経時的変化，
②血液検査とCRP濃度，③膵超音波検査との関係があるか否かを検討した． 
Materials and Methods 

・レトロスペクティブ研究 
・Small Animal Internal Medicine of the Vetsuisse faculty, University of Zurich 


【組み入れ基準】（n=39） 
（嗜眠，食欲不振，嘔吐，腹痛，下痢）のうち少なくとも 1 つが 7 日間以下継続し，DGGR リ
パーゼ活性が 350 U/L 以上であった犬 
Results

・リパーゼ活性およびPLIと臨床症状との間に相関は見られなかった． 
・d1ーd3においてリパーゼ活性とPLIは強い相関が見られ，d2でd1と比較して有意に低下した． 
・リパーゼ活性およびPLIと生化学血液検査との間に相関は見られなかった． 
・d２においてリパーゼ活性およびPLIとCRPとの間に相関が見られ，CRP濃度はd３でd２と比較
して有意に低下した． 
・リパーゼ活性およびPLIは膵超音波検査結果の高エコーを示す腸管膜と相関が見られた． 
Discussion 

・急性膵炎で入院した犬のリパーゼ活性は約半数の犬で急激に低下し，最小限の活性上昇または
基準値内に収まった． 
・リパーゼ活性は膵炎の診断に極めて特異的とされるPLIの結果とよく一致する．入院時，入院中
ともにリパーゼ活性，PLI，CRP測定値と有意に相関する臨床症状はなかった． 
・リパーゼ活性およびPLIと腸管膜の高エコー所見の有無に有意な差が見られた． 
Review

・リパーゼ活性およびPLIは，急性膵炎の犬では急速に低下し，初回測定時に著明の上昇していて
も約50％の症例で1日以内に正常値に近い値になる． 
・GDDRリパーゼ活性とSpec cPLの結果はほぼ同じであり，臨床的な差はないと思われる． 
・腸管膜が高エコーを示すことは，急性膵炎の早期マーカーとして有用である可能性がある． 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Clinical signs on d1 in  
39 dogs 

n dogs (%) Lipase activity PLI 
 

  rs value  
P-value 

rs value  
P-value 

Vomiting  
 

33  
(85) 

-.09 
.597 

-.094 
.586 

Hematemesis 9  
(23) 

-.285 
.087 

-.286 
.091 

Lethargy 29  
(74) 

-.113 
.506 

-.115 
.505 

Anorexia 27  
(69) 

-.349 
.198 

-.319 
.413 

Diarrhea 24  
(62) 

-.216 
.198 

-.184 
.283 

Painful abdomen 
 

13  
(33) 

.166 

.328 
.104 
.548 

 
Supplemental Table 1A denotes Spearman's rank correlation coefficient (rs value) and 
statistical significance (P value) for the correlation between lipase activity, PLI concentration 
and the presence of clinical signs on d1. No significant correlations were found. An alpha 
level of .05 was used to determine statistical significance.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１：入院中の臨床症状（d１）　　　　　　　（d２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（d３）

図３：２頭の犬でリパーゼ活性およびPLIは 
　　　d2に減少し，d3に再び増加した 
図４：２頭の犬でリパーゼ活性およびPLIは 

　　　　　　 d2に増加し，d3に再び減少した

図１：リパーゼ活性およびPLIの経時的変化　　　　図２：d1-d3におけるリパーゼ活性およびPLIの散布図　　

表２：d1-d3におけるリパーゼ活性およびPLIの時間経過

表３：リパーゼ活性およびPLIと膵超音波検査結果の相関

図５（A)：d1-d3に測定されたCRP濃度の散布図 
　　（B)：d1-d3に測定されたCRP濃度の経時的変化 


